
●

歓迎

障がい福祉課

0558-76-8007

17:00

誰にだって必ずその時はやってくる。

元気なうちにあなたの想いを家族にこのリーフレッ

トを使って話し合ってみませんか。また、家族の想

いを聞いてみませんか。

・これまで大切にしてきたこと

・日頃から心がけていること

・こんな風に暮らしていきたい

・不安に思っていることなど

想いを言葉にしてみましょう！

元気なうちに、折に触れ、何度も

リーフレットの市のホームページは

https://www.city.izunokuni.shizuoka.jp/soudan/kenko/kou

reisha/zaitakuiryou2.html

福祉こども相談センター　0558-76-8010

1年の初めに家族で話し合ってみませんか？

木 内容 事例検討 参加 不可

笑顔の食材市　年明け再開初日
市内

所定場所16:00

12:00

事例検討

自主勉強会
大仁庁舎

第3会議室

17:30

19:00

主催

13:30 相談センター

13:30 社会福祉協議会韮山福祉・

保健センター介護の会

場所

参加

相談センター

15:30 相談センター
認知症初期集中支援チーム員会議

0558-76-8007

9:30

参加

参加水

参加

参加

18:00

13:30

16:00

自立支援・介護予防の観点から、個別事例への具体的な

助言、提案を検討します。事例提供：長岡圏域（長岡包括）

JTC会議
大仁庁舎

第1会議室

土

24

火

25

21
社会福祉協議会

内容

日 時間 イベント名

参加

参加

社協と区・民生委員・包括支援センター・
社会福祉法人・連携企業との運営訓練

韮山福祉・

保健センター

災害ボランティアセンター
運営訓練

内容

内容

内容
救急外来の現状と地域連携に向けた
取組み

Zoomにて
順天堂大学医学部付属静岡病院/市共催

第5回　地域づくり会議

17:00

26

12
16:00

17:00
相談支援事業所部会

大仁庁舎

第3会議室

不可

不可

歓迎

歓迎

不可

歓迎

不可

要予約

相談センター

相談センター

0558-76-8010

0558-76-8010

0558-76-8010

0558-76-8010

055-949-5818

0558-76-8010

0558-76-8010

相談センター

055-949-5818

事業所連絡会の検討

15:00
介護予防スタッフミーティング

大仁庁舎

第1会議室

感染対策に配慮した体操教室の実施について、

他

15:00

17

火

16:30

内容

内容

内容

内容
対象者の支援方法の検討

相談ケースへの助言（認知症サポート医等からの助言が欲

しいケースがありましたらご相談ください）

近況報告、おしゃべり

木

13

金

16

大仁庁舎

第１会議室

 

　　民生・児童委員118名の委嘱状伝達式と
　　　　退任委員58名への感謝状授与式開催
　

　令和4年12月13日に韮山時代劇場にて民生委員児童委員
118名に対する委嘱状伝達式と退任された委員58名への感謝

状授与式を開催しました。

　山下市長より委員118名(再任63名、新任55名）に厚生労働

大臣の委嘱状を伝達しました。任期は令和4年12月1日から令和

7年11月30日までの3年間です。福祉等に係る皆様と新任委員

の皆様との顔の見える関係が早く構築されることを期待してます。

委員の皆様、これからの3年間よろしくお願いします。

　また、退任された委員58名には、在任年数に応じて厚生労働大

臣、県知事、市長からの感謝状をお渡ししました。退任されました

委員の皆様長い間、地域の方々に寄り添っていただき、ありがとう

ございました。これからも地域の相談役として「誰も取り残さない

まちづくり」のためご協力をお願いいたします。

『伝える』ことで『つながる』リーフレットを使い

11:00～11:30　千代田団地公園

11:45～12:15　大仁庁舎内駐車場

12:30～13:00　長岡寮湯の家入り口
参加

内容 参加

17

火

19

木

月

16:00
相談支援事業所部会

大仁庁舎

第3会議室

障がい福祉課

13:30

共有ツール

明けましておめでとうございます。

本年も伊豆の国市から、医療・福祉・介護に携わる皆様と共有したい情報を発信します。

R５.1.４発行
静岡県伊豆の国市役所 福祉事務所

福祉こども相談センター

電話：0558－76－8010

COVID-19感染症拡大防止のため、急きょ、中止や延期となる可能性もあります。

各種会議等の開催については、各主催者にお問い合わせ下さい。

今月の1枚



　

https://www.city.izunokuni.shizuoka.jp/sien_koureisha/dokoshiru.html
問合せ先 　　　　　　　

長寿介護課（高齢者福祉）

伊豆の国市田京２９９－６

☎ ０５５８－７６－８０１１

　「どこシル伝言板」は、65歳以上の認知症高齢者、在宅の若年性認知症の人で、徘徊するおそれ

のある人を対象とした、行方が分からなくなった時のための　「見守りシール」です。QRコードラベルを活

用したWebシステムで、徘徊者の発見から保護、帰宅までを安全にサポートするものです。

利用者の方には、洋服や帽子等の持ち物に下の貼付例のような「見守りシール」が張り付けられてい

ます。

　地域の皆様、見守りシールを貼った人が一人で歩いていたら、ゆっくりと「どうされましたか？お手伝い

することはありませんか？」と声をかけてあげてください。そして、可能でしたらお手持ちの携帯電話やスマ

ホで「見守りシール」の「QRコード」を読み取って発見情報を入力し、ご家族への連絡をお願いします。

貼

付

例

場　所日　時

障がいのある人もない人も自分らしく地域で暮らしていくために、双方向の

理解を促進することを目的として、一般報告会が行われました。

　事例発表では、沼津特別支援学校伊豆田方分校と四日町花の会の交流事例

が発表されました。学校は、地域の中で共に自分らしく輝き、社会参加する

力（自立）を育てることを目標としており、両者は、花を育てることを通

じ、日常の活動の中で自然な交流を深め、豊かな地域生活に向けたつながり

あいを育んでいます。

　また、パネルディスカッションでは、「障害のある人が地域で暮らしてい

くために」をテーマに、田方ゆめワーク、もくせい苑の利用者と田方分校の

生徒が、地域でやってみたいこと等を発表しました。

　参加者からは、「障がいの有無に関わらず助け合って生きていけたらもっ

と暮らしやすい世の中になると感じました。」等の感想が寄せられました。

　10月18日のゆらっくす体操教室から12月16日の小松ケ原体操

教室までの２８会場の32教室で、転倒予防をテーマに楽だら転倒

予防教室～できることから始めよう！転ばない体づくり～を実施し

ました。参加者は昨年度の239名から71名増の310名でした。

　コロナ禍の外出自粛で不活発となった昨年中の体を動かす良い機

会となったのではないかと思っております。

体を動かしたり、人との会話などがフレイル予防になりますので、

寒さも厳しくなりますが、新型コロナウイルスやインフルエンザの

感染には気をつけていただき、これからもできるだけ体を動かしま

しょう。

担当 川口

安心・安全運転講座講習会

内容 事例発表とパネルディスカッション

大沼

継続する地域の集いの場、コツは何ですか？
～守木いきいきサロン、福っこ食堂の活動から

参加者 76 名 市民

端
末

48参加者
医師、歯科医師、薬剤師、看護師、訪問看護師、ケアマネ、

MSW、住民、看護系大学・専門学校教員、看護大学生、デイ

サービスなどの介護職員、市議会議員、行政職員等

いつまでも安心安全に運転するための講習会

車を使わない生活をイメージできるよう情報提供

申込者27名、伊豆保健医療センター2名、大仁警察署

3名、㈱セリオ4名、認知症地域支援推進員7名、市役

所3名

大仁警察署の大塚様から、安全に運転するための講話をしていただ

きました。「確実に止まる」「慎重に丁寧にじっくり見る」「運転

脳力の低下を防ぐ」ことを学び

ました。

伊豆保健医療センターの長谷島

医師から、運転に影響がある疾

患について講話いただきました。

安全に運転を続けるためには、

認知症の予防や、異変に気付い

た時は早めに病院に受診すること

が大切と教えていただきました。

参加者 名

内容

46

日　時

内容 健康講座（転倒予防講座）

担当

内容

担当

参加者 310 名 健康講座参加市民（32教室）

日　時

会議名 市地域自立支援協議会　一般報告会

場　所 あやめ会館多目的ホール日　時 2022/12/11

　今回は、伊豆の国市社会福祉協議会矢田昌秀氏を中心に守木いきいきサ

ロン 　堤英夫氏と福っこ食堂相川洋子氏から地域の集いの場を継続するコ

ツを学びました。そのコツは…↓↓

◆一人に負担がかかりすぎないように。補助金の書類作成や”代表”の肩

書が苦手という方を男性の民生委員に代わってもらったらスムーズでし

た。

◆協力者を募り、できる範囲の協力で構わないの姿勢が大切。

◆何よりも自分が活動を楽しんでやる！

　活動を継続することは、立ち上げと同じくらい大変なことです。地域の

皆さんの活動を支える社会福祉協議会も、ボランティアの募集・開催チラ

シの内容の相談、集いの場の紹介など皆さんと一緒に活動してくださるそ

うです。ご興味のある方は、まずは社会福祉協議会までお知らせくださ

い。

場　所 28会場（公民館等）

芦澤報告

2022/10/18～

2022/12/16

会議名 地区介護予防健康講座（転倒予防講座）

沖出

2022/12/23
あやめ会館　3階

多目的ホール

会議名

Zoom/大仁庁舎第３会議室

実施名 医療と福祉の多職種勉強会

2022/12/19 場　所

https://www.city.izunokuni.shizuoka.jp/sien_koureisha/dokoshiru.html

